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を持ち，1 日 10 万台の車を渡している．また，フィヨルド海岸の続くノールウェーでも，長さ 845m の
ベルグソイスンド橋などの浮体橋が架けられている 1)． 
本学では，実技・実務教育の一環として，2008 年 4 月～8 月にかけて，建設学科 3 年生のストラクチ
ャーコースの実習授業で，この次世代の浮橋人道橋を建設した．そして，浮体橋を建設した学生の 2010
年 3 月 19 日の卒業式に合わせて開通式を行った． 
2．学内に建設した浮体橋の概要 












ル（密度 0.02g/cm3，許容圧縮応力 50kN/m2）の上部を，高強度炭素繊維（密度 1.42g/cm3，引張強度 
  





































図 2 浮体の平面図および断面図 
 
1400N/mm2，引張弾性率 100kN/mm2）を補強筋とした高強度コンクリートで覆う構造となっている 2,3)． 
施工手順としては，図 3 のように浮力となる建設用スチロールを電熱線で所定の寸法に加工し，図 4
のように高強度炭素繊維を建設用スチロール上部にセットした．浮体コンクリートの打設の様子を図 5 
































図 9 アバットのコンクリート打設    図 10 葦の除去 
 
 





                                 図 11 浮体の設置状況 
図 12 浮体の連結       図 13 浮体橋の完成 
 
に示す．浮体コンクリートの最小断面が 60mm のため，図 6 に示したような自己充填性の高い高強度コ
ンクリート（圧縮強度 60N/mm2，スランプロー60cm）を使用した．手摺には，V の字に加工した鉄筋を
用い，図 7 のように浮体コンクリートに埋め込んだ． 
  
















まず，図 10 のように浮体橋設置箇所の葦を取り除き，図 11 のように浮体をクレーンで吊り上げ，順
次調整池に降ろし，所定の位置まで運搬した．図 12 のように浮体および手摺を連結し，浮体と浮体の間
は FRP グレーチングで繋ぐことで完成に至った．図 13 に浮体橋の全景を示す．そして，2010 年 3 月 19











1)  鹿島建設株式会社，橋の歴史物語，第 4 章コンクリートの橋， 
http://www.kajima.co.jp/gallery/const_museum/hashi/history/04/main4.html 
2)  株式会社 JSP，スチロダイアブロック資料 
3)  AGC マテックス株式会社，ネフマック，コンクリート補強用複合材料資料 
 
